青風荘　　フェイスシート　　　　　　
平成22年11月22日　担当　上平ユリ子　　　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　吉田　キクエ　様　　　男・女　　　　昭和　6　年　11　月　17　日生（　79　歳）

	
	　住　所　　八戸市南類家3丁目11－6（八戸市田向字田向5－2　Ｈ21.1.15変更）　　電話　43－9571

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	　　

	
	発症時期
	S　44年　6月頃（37歳時）
	罹 患 期 間
	約　42年

	
	入院回数
	　　2回　　
	延べ入院年数
	　約　28年　5ヶ月


	医療機関
	　青南病院　（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週　1　回）

	医療区分
	生活保護

(担当木村氏）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　円
	　　（　2　級）

	経済状況
	年金
	　　　　　　生活保護（約10万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	　H13年7月11日
	身長
	149.4cm
	体重
	現在：56.7kg

前回：56.4kg

	最終学歴
	尋常小学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　農業・魚加工
	

	保　護　者
	氏　　名　　　　石橋　章央　　　様　　　　　　　続柄　　長男　　　（同居　・否）

	利用目的

社会性の低下、意欲低下が著明であるため、その回復。また、対人関係技術の未熟さもあり、その改善。



	入院・治療歴　

　期間　　　　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　医療機関
１　S44年　7月～S44年10月　　　入院　　　　　　　青南病院

２　S47年　 5月～H13年　 7月　　　入院　　　　　　　青南病院

	生活歴　

同胞8名の第7子として出生。生来、孤立的、神経質、気分易変的。尋常小学校卒業後、家業の農業を手伝っていたが、間もなく無為自閉となる。20歳時に結婚、2子もうけるが、症状悪化が原因で離婚している。当院1回目退院後、魚加工の仕事に就くが、再燃により短期間で辞めている。

Ｈ13年7月11日、青風荘入所。

Ｈ18年7月5日入所延長～現在に至る

	家族構成




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

入所満期を迎えた際、妹氏と本人の長男が来荘され処遇面談後、保護者となっている。その後、長男は面会や連絡などをしてくる事はない。次男も統合失調症で入退院を繰り返しており、現在は湊病院の施設に入所中である。妹氏の話しによると、現在、兄弟では長姉、妹のみ生存し、入院中の面会や青風荘見学の際など協力的であった。


平成22年　11月　22日

	氏　名
	吉田　　キクエ　様
	男・女
	生年月日
	昭和　6年　11月　17日（　79歳）


	長期目標（中期・短期）

	　・生活技能の拡大と身体機能の維持。

・体重増加を防ぐ。


	これまでの経過　（前回評価日　22年　5日　24日　）

	前回の問題点

① 保護者（長男）との関係修復
② 身体機能低下の傾向が見られる。（腕や腰の疼痛）

③ 趣味の幅を広げる
　　
・　余暇は殆ど自室で私物いじりや、音楽を聴いて過ごしている事が多く見られます。時折、好きな歌番組を観にホールで過されています。自ら部屋は整理整頓されており、きれいに使っています。押入れの上段で手が届かない所はホールから椅子を持って行って高い所まで掃除を念入りにしています。また、他者から頼りにされており、頼まれると積極的に手伝っており、衣類の繕い物等は喜んで引き受けています。施設の当番についても段取り良くテキパキと動いて行なっています。

· 間食に関しては時々、購入量の多い時があり指導を要していましたが、以前よりは適量の購入が出来るようになってきています。

· 時々腰痛の訴えは聞かれてますが、特に支障なく生活出来ています。

· 10/17市内在住の姪(長女の子)からの電話で、本人の姉(次女)が危篤状態で入院しているので会わせたいとの事で面会に連れて行っています。久しぶりに合った次姉の姿に動揺したとの事で昼食を食べて帰ってくる予定でしたが30分もしないで帰荘されています。「ビックリして帰りたくなった。」と話されており帰荘後も動揺が見られていました。

· 施設入所中の（湊Ｈｐ）の息子（次男）、姪(長女の子)に定期的に手紙を出されています。保護者である長男には手紙は書いた事はなく、気にする様子は見られません。

· 服薬は自己管理で行なっており、問題ありません。外来受診に関してもスタッフ同行にて問題ありません。

· 関係機関と連携して必要に応じて介護認定の申請をしていく事としています。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	① 身体機能の維持


	· 年齢からくる身体の老化進行を防ぐために健康プログラムを通して勉強会や体操を継続していく。また毎日短時間のストレッチ体操を習慣づけしていく。

· 間食の見直し（体重増加し易い食品を控える・摂取時間・量）の必要性を指導していく。


	　　6ヶ月

	②　余暇活動の充実

	· 本人の興味ある演歌歌手のコンサートや動物映画など鑑賞できるように計らい充実感を味わわせる。

· 裁縫が得意の為、ベットカバーや、テーブルクロスなど作成提案を挙げ、本人と相談しながら作品を作り上げ意欲低下を防ぐ。

· 季節事に買物に連れ出し、ショッピングを楽しませる。
	　　6ヶ月

	③ 保護者（長男）との関係修復


	· 定期的なお知らせ（青風荘たより・家族面談等）の他に今後の処遇等について面談が必要な事を案内していく。

・　長年疎遠であり、保護者である息子は母親の面会を拒んでいる様子の為、妹や姪とは連絡（電話）を取っている為、場合によっては関係修復の協力依頼の打診をしてみる。
	6ヶ月




プラン作成者：上平　ユリ子

修正プラン実施評価日： H　22年　11月　22日（月）　青山荘地域交流活動室

次男





保護者











